
　小中高とバレー部で、９人制の社会人チームで全国大会に出
場した経験もある味香さん。子育てが落ち着いた５、６年前から
ソフトバレーを始め、「身体が動く限りは続けていきたい」と、現
在も現役でプレーしています。
　味香さんの３人の子どもさんもバレーやサッカー、陸上、ピア
ノと多くの習い事をしており、自主練に付き合うなど一人一人が
全力で打ち込めるようにサポート。応援に行くと大声でチームを
鼓舞し、士気を高めています。
　クラス役員やＰＴＡ活動などにも積極的で、３年程前より『食
生活改善推進委員（ヘルスメイト）』としても活躍しています。得
意分野でもある料理を活かして食育活動実施。地域の子どもた
ちと交流を図っています。

十市支所管内より

身体を動かすことが大好きです ！
井上 味香さん（46）
いの うえ　 み　か

　動物好きの娘さんが取り寄せ、５年程前から飼っ
ている２羽のアヒル。おしとやかで人慣れしているハ
クくんとリーダーの素質があるレンちゃんです。２羽は
とっても仲良しで、どこに行くのも一緒。日中は自宅
前の水路や敷地内を散策し、自由に過ごしています。
　ウサギのポポくんとさくらちゃんは、ともに知り合い
から譲ってもらい５、６年前に迎え入れました。普段
は別々のゲージで過ごしていますが、仲良しの２匹。
走ったり、穴を掘ったりしてのびのび過ごしています。
　井上家では、他にも犬や猫、ニワトリを飼っていま
す。「動物にとってストレスがかからない環境を整える
ことが大切」と、命の重みと向き合いながら献身的に
お世話をしています。

大川支所
管内より

　結婚を機に吾川郡いの町本川村に嫁ぎ、ご主人
と農業を始めた康子さん。ＪＡ高知県れいほく園芸部
カラーピーマン部会に所属し、この地で30年近く赤
ピーマンを栽培しています。
　今作は、1.5アールのハウスに100本の苗を定
植。収穫作業は11月上旬頃まで続きます。「毎年
同じようにとはいかんけど、手をかけた分だけ応えて
くれる」と、難しさを感じながらも、長年の経験やノ
ウハウを活かして前向きに取り組んでいます。納得
のいくものができた時は、喜びもひとしおです。
　康子さんは、赤ピーマンの他にもナスやトマト、
キュウリなど自家消費野菜を栽培しています。「続け
られる限りは続けていきたい」と、娘さんの手を借り
ながら農業に励んでいます。

きれいな実ができると
「やったー」と嬉しくなります
川村 康子さん（83）  
かわ むら　みち　こ

　兄の陸斗くんはボール遊びなど、身体を動かして遊ぶことが大
好き ！  汗びっしょりになるほど元気に走り回っています。大きく
なったら「ウルトラマンになる ！ 」と目を輝かせる陸斗くん。かっ
こいいヒーローに憧れています。
　弟の悠仁くんはつかまり立ちが始まり、お兄ちゃんのように活
発な姿を見せてくれるようになりました。自分の力でいろいろな所
につかまり、興味を示している悠仁くん。好奇心や探求心も強く
なり、日に日に成長しています。
　２人は歌やダンスが大好きで、よく身体を動かしてノリノリで
踊っているそうです。ご両親は「これからも兄弟仲良く、すくすく
大きく成長してほしい」と２人を温かく見守っています。

大川支所管内より

２人でいつも踊っています♪
筒井 陸斗くん（３）
　　 悠仁くん（11カ月）
父：渉さん　母：琴美さん

つつ い　 りく　と

ゆう　と

わたる こと　み

　照夫さんは、大篠地区能間部落の部落長をはじめ民生委員と
して地域のために尽力しています。高齢者福祉活動では、一人
暮らしの高齢者宅を訪問する見守り活動を通して、身近な相談
相手として必要な支援を行っています。また、昨年より同地区社
会福祉協議会の会長に就任し、活躍の場を広げています。
　コロナ禍による制約や人間関係の希薄化へのもどかしさを感じ
る一方で、「人との交流や付き合いから元気をもらうことが多い」
と照夫さん。中学生から陸上競技を長年続けられ、現在も週に
一回『100まで走ろう会』の仲間とランニングで汗を流していま
す。「これからも気を付け工夫しながら活動を続けていきたい」と
前向きに取組んでいます。

大篠支所管内より

元気の秘訣は人とのふれあい
西岡 照夫さん（74）  
にし おか　てる　お

エサは栄養満点 ！
自家栽培の野菜です
飼い主：井上 正雄さん
ペット： ①ハクくん（５） ・ ②レンちゃん（５）
　　　　③ポポくん（６） ・ ④さくらちゃん（５）

いの うえ　まさ　お

１ ２

３ ４

三和支所
管内より

息子さんの
サッカーの自主練にも
全力で付き合います。
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南国市地域

れいほく地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

復帰の一助に！　
米や野菜を寄贈し支援

青壮年部員と
地元小学生が
楽しく稲刈り

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
土
長
地
区
長
岡
青
壮

年
部
は
８
月
５
日
、
南
国
市
に
あ
る

Ｊ
Ａ
の
田
ん
ぼ
で
同
市
立
長
岡
小
学

校
の
５
年
生
と
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

青
壮
年
部
員
10
人
と
児
童
23
人
が
参

加
し
、
４
月
に
植
え
た
『
コ
シ
ヒ
カ

リ
』
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
普
段
食
べ
て
い

る
お
米
が
ど
の
よ
う
に
で
き
て
い
る

か
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
部
員
の
思

い
か
ら
26
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
１
人
１
丁
ず
つ
鎌
を
持

ち
、
横
一
列
に
並
ん
で
刈
り
取
り
を

体
験
。
同
校
の
教
員
や
保
護
者
、
Ｊ

Ａ
職
員
も
協
力
し
、
約
１
時
間
か
け

て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
稲
刈
り
後

に
は
、
昔
な
が
ら
の
脱
穀
機
も
体
験

し
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

同
青
壮
年
部
の
山
﨑
隆
弘
部
長
は
、

「
米
作
り
の
大
変
さ
や
環
境
維
持
の
大

切
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が

農
業
に
興
味
を
持
ち
、
未
来
の
後
継

者
の
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中

止
に
し
た
た
め
２
年
ぶ
り
の
稲
刈
り
。

収
穫
し
た
米
は
、
生
徒
が
給
食
で
味

わ
う
他
、
学
校
行
事
で
の
販
売
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
れ
い
ほ
く
地

区
は
８
月
３
日
、
配
偶
者
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
に
よ
る
被
害
者
を
支
援
す
る
目

的
で
、
高
知
市
の
高
知
女
性
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
米
や
野
菜
、

日
用
品
な
ど
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
県
内
の
Ｄ
Ｖ

被
害
の
実
態
を
知
っ
た
同
女
性
部
の

川
井
由
紀
部
長
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
管
内
５
支
部

と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
を
中
心
に

声
か
け
を
行
い
、
部
員
ら
が
育
て
た

米
や
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
野

菜
の
他
、
タ
オ
ル
や
食
器
、
マ
ス
ク

な
ど
多
く
の
物
資
が
集
ま
り
ま
し

た
。
同
女
性
部
大
豊
支
部
の
下
村
愛

子
支
部
長
は
、「
一
人
で
も
多
く
の
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
。

今
後
も
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
Ｄ
Ｖ
被
害
に
遭
っ

た
女
性
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
施
設
。
一
時
的
な
保
護
や
新
生

活
に
向
け
た
支
援
を
通
じ
て
、
社
会

復
帰
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
髙
橋

敦
子
所
長
は
「
毎
年
た
く
さ
ん
の
物

資
を
提
供
し
て
も
ら
い
あ
り
が
た

い
。
新
鮮
な
う
ち
に
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

十市園芸部
ししとう部会、勉強会

　

十
市
園
芸
部
し
し
と
う
部
会
は
８
月
19

日
、
南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
勉
強
会
を

開
き
ま
し
た
。
同
部
会
で
は
、
栽
培
技
術
の

向
上
を
目
的
に
年
２
回
、
勉
強
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
生
産
者
や
振
興
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

講
師
と
な
り
、
振
り
返
り
も
兼
ね
て
栽
培
状

況
や
出
荷
量
の
推
移
を
共
有
。
収
量
の
増
加

に
向
け
て
、
潅
水
や
日
射
量
、
日
の
出
日
の

入
り
に
合
わ
せ
た
管
理
の
徹
底
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
ま
た
、
病
害
虫
等
へ
の
対
策
に
つ

い
て
も
事
例
を
交
え
な
が
ら
全
体
で
再
確

認
。
参
加
者
は
、
質
問
す
る
な
ど
し
て
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

直販所で新米まつり開催

　

早
場
米
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
高
知

県
土
長
地
区
の
南
国
市
管
内
の
直
販
所
「
風
の

市
」
と
「
か
ざ
ぐ
る
ま
市
」
で
８
月
中
旬
、
新

米
ま
つ
り
を
開
き
ま
し
た
。
両
直
販
所
で
は
、

20
年
以
上
前
か
ら
新
米
が
出
回
る
こ
の
時
期
に

お
米
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
を
図
る
目
的
で
、
新

米
の
お
に
ぎ
り
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
南
国
市
産
の
美
味
し
い
お
米
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
各
協
議
会
メ
ン
バ
ー
が

早
朝
か
ら
準
備
を
開
始
。
令
和
４
年
度
産
の

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
使
用
し
た
お
に
ぎ
り
を

「
か
ざ
ぐ
る
ま
市
」
が
約
４
２
０
パ
ッ
ク
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
「
風
の
市
」
で
３
０

０
パ
ッ
ク
用
意
し
、
来
店
客
一
人
一
人
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　

土
佐
酒
振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
酒
米
部
会

は
８
月
19
日
、
標
高
約
８
５
０
ｍ
に
位
置
す
る

本
山
町
古
田
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
酒
米
品

種
「
吟
の
夢
」
の
現
地
視
察
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。
生
産
者
や
県
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
ら
27
名

が
参
加
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
田
植
え
前
の
水
不
足
の
影
響
か

ら
定
植
の
遅
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね
例

年
並
み
に
生
育
。
参
加
者
は
、
肥
料
設
計
や
土

の
成
分
バ
ラ
ン
ス
、
今
後
の
栽
培
管
理
に
つ

い
て
質
問
す
る
な
ど
、
活
発
な
検
討
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

同
部
会
は
、
酒
米
の
生
産
拡
大
と
高
品
質

米
の
生
産
を
目
的
に
県
に
設
置
さ
れ
、
平
成

28
年
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
県
れ
い
ほ
く
地
区
管
内
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
赤
ピ
ー
マ
ン
が
収
穫
を
迎
え
、

生
産
者
が
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常

の
ピ
ー
マ
ン
に
比
べ
て
柔
ら
か
く
、
甘
み
が

あ
る
の
が
特
徴
で
、
同
Ｊ
Ａ
園
芸
部
カ
ラ
ー

ピ
ー
マ
ン
部
会
は
、
生
産
者
７
人
が
45
ア
ー

ル
で
赤
ピ
ー
マ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
１
人
、
大
川
村
で
赤
ピ
ー
マ
ン

を
栽
培
し
て
い
る
橋
田
勇
生
さ
ん
の
圃
場
で

は
、
４
月
末
に
約
１
３
０
０
本
を
定
植
。
７

月
下
旬
頃
か
ら
採
れ
始
め
、
作
業
は
12
月
上

旬
頃
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
、
管
内
全
体
で
約
13
ト
ン
の
収
穫

を
見
込
ん
で
お
り
、
収
穫
し
た
赤
ピ
ー
マ
ン

は
選
別
し
た
後
、
県
内
外
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

熱心に聞き入る参加者

活発な意見交換が行われた現地検討会生育状況を確認する橋田さん

みんなで汗を流した稲刈り

南国市地区

下村支部長（㊨）から支援物資を受け取る髙橋所長

３年ぶりに開かれた新米まつり（風の市で）

南国市地区

「吟の夢」現地視察研修会
品質上々！

赤ピーマン収穫
れいほく地域れいほく地域
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南
国
市
地
域
よ
り

南
国
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

営
農
指
導
課

０
８
８‐８
６
３‐２
４
１
５

れいほく地域より

水
田
の
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ

ガ
イ
対
策
に
つ
い
て

　

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
は
乾
燥
に
強
く
越
冬
も
可

能
で
、
水
稲
栽
培
時
期
に
な
る
と
水
路
か
ら
水
田

へ
侵
入
し
、
繁
殖
を
繰
り
返
し
て
田
植
え
か
ら
３

週
間
前
後
の
間
苗
を
食
害
し
ま
す
。
大
量
発
生

を
防
ぐ
為
に
は
地
域
ぐ
る
み
で
以
下
の
防
除
対
策

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
．
冬
期
の
耕
う
ん
作
業

　

12
〜
２
月
の
厳
寒
期
に
田
を
乾
燥
さ
せ
、
耕
う

ん
走
行
速
度
を
遅
く
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を
高
回
転

で
浅
く
（
深
さ
５
㎝
前
後
）
２
回
程
度
耕
う
ん
す

る
。（
貝
を
破
壊
し
、
寒
気
に
さ
ら
し
越
冬
防
止

を
図
る
）
田
面
が
硬
い
時
に
耕
う
ん
す
る
と
貝
の

破
砕
効
果
が
高
い
。

２
．
整
地
〜
移
植
直
後

　

整
地
・
代
掻
き
を
均
平
に
し
（
圃
場
が
凸
凹
だ

と
深
い
所
の
株
が
食
害
さ
れ
る
）
移
植
時
期
を
早

め
る
。（
貝
は
柔
ら
か
い
小
さ
な
稲
を
好
ん
で
食
害

す
る
の
で
、
貝
の
活
動
前
に
稲
の
生
育
を
進
め
る
）

　

移
植
後
は
苗
が
活
着
し
た
ら
水
深
を
出
来
る
だ

け
浅
く
保
ち
、
浅
水
管
理
で
貝
が
稲
を
引
き
込
め

な
く
す
る
。（
１
㎝
程
度
が
理
想
。
４
㎝
以
下
で
実

害
を
減
ら
せ
る
傾
向
）

れいほく営農経済センター 営農販売課　0887－82－2803

空いた肥料袋、使用済みビニール、廃ポリなどは場所を決め、分別して保管しましょう。

放置や野焼きは周囲環境に悪影響を与えるため、ＪＡの回収日に指定場所に持ち込み、

適切に処理しましょう。

ＧＡＰ掲示板 vol.30 れいほく地域番外編

南国営農経済センター
営農指導課
松浦　宏樹

南国営農経済センター
営農指導課
近澤　慶哉

栽培の総仕上げ&
来作に向けての取組み＊

作終盤の管理
・気温の低い日や夕方は早めにハウスを締切り、保温を行う事で適正気温での栽培に努めましょう。
・病害虫をしっかり防除し、最後まで取りきりましょう。防除をしっかりと行う事で、来作の病害虫発生の抑制にも繋がります。
また燻煙剤は、ハウス内を均一に防除でき効果的です。

作終了後の片付け
・土壌消毒や定植の計画を確認し、計画的に片付けを行います。
・片付けは、なるべく早く行い、ハウス内に病害虫を留まらせないようにしましょう。
・基本的には、残った株や根、葉等は圃場外へ持ち出してください。すき込む場合は、厳寒期に入る前に行い、地温を保ち分
解を促します。  

・作中に使用した資材（支柱、潅水チューブ、台車、コンテナ等）は病原菌が付
着している可能性があるので、洗浄し来作まで衛生的に保ちましょう。

・マルチ等の交換可能なものは毎年更新をおすすめします。

栽培の振り返り
・記録簿、GAP点検シートを記入し今年の栽培を振り返りましょう。良かった点、改
善が必要な点などを振り返り、来作の栽培計画に繋げましょう。記入の際は、記
入漏れや書き間違いが無いか、もう一度確認してください。

使用済みの肥料袋や展張フィルムは適正に管理、処分しましょう ！

３
．
そ
の
他
耕
種
的
防
除

　

水
口
に
約
５
㎜
目
の
網
を
張
り
水
路
か
ら
の
侵

入
を
防
ぐ
。

　

水
路
を
清
掃
し
卵
を
除
去
す
る
。（
卵
は
産

卵
後
、
一
定
期
間
内
に
水
中
に
落
と
せ
ば
ふ
化
し

な
い
）

　

水
口
付
近
を
少
し
掘
り
、
誘
引
し
て
捕
殺
す
る
。

（
野
菜
等
を
餌
に
す
る
と
効
果
的
）

※
本
貝
は
、
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

　

の
で
、
触
れ
る
時
に
は
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
薬
剤
に
よ
る
防
除
に
つ
い
て
は

 

営
農
指
導
課（
８
６
３‐２
４
１
５
）ま
で

 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

お
け
る
加
温
の

省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

・
燃
料
暖
房
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　

施
設
園
芸
で
は
、
加
温
機
の
定
期

的
な
点
検
や
清
掃
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
り
暖
房

機
の
加
温
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出

す
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

①
燃
焼
室
内
や
デ
フ
ュ
ー
ザ
ー
の
清
掃

②
バ
ー
ナ
ー
ノ
ズ
ル
の
定
期
的
な
清
掃
ま

た
は
交
換

③
フ
ァ
ン
の
清
掃
、
エ
ア
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
調

節
に
よ
る
燃
焼
に
適
切
な
空
気
量
の

確
保 

等

④
フ
レ
ー
ム
ア
イ
の
清
掃

・
ハ
ウ
ス
内
の
気
密
性
を
確
保

　
（
隙
間
の
点
検
）

　
　

被
覆
部
分
の
隙
間
は
温
室
の
保
温

性
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
付

近
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
あ
る
と
隙
間
か

ら
冷
気
を
吸
い
込
み
暖
房
効
率
が
低
下

徐々に気温が下がり始め、夏秋作の栽培もラストスパートを迎えようとしています。
栽培終盤の管理と来作に向けた取組みについて、以下のポイントを実践しましょう。

　

し
て
し
ま
う
た
め
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

稼
動
時
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
夏

期
の
利
用
で
は
被
覆
部
分
に
隙
間
が

で
き
や
す
い
た
め
、
隙
間
や
破
れ
が
な

い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

冬
期
に
は
、
換
気
扇
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
使

用
し
な
い
出
入
口
の
目
張
り
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

・
ハ
ウ
ス
内
の
被
覆
の
多
層
化

　
　

内
張
り
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
、

夜
温
の
保
温
効
果
を
高
め
た
り
、
出

入
り
口
、
側
面
へ
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置

に
よ
り
、
熱
放
射
を
遮
断
し
、
室
外

空
気
の
流
入
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

・
循
環
扇
の
使
用

　
　

循
環
扇
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
ム
ラ
を
改
善
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

↑作業記録簿



土長地区版土長地区版

▼
ご
自
宅
で
家
庭
菜
園
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
。一
か
ら
愛
情
込
め
て
育
て
た
作
物
の
味
は
格
別

で
す
ね
！  

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
毎
日
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が

発
令
さ
れ
、
う
だ
る
ほ
ど
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
日
常

化
し
て
き
て
い
る
マ
ス
ク
も
夏
場
は
熱
中
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
の
で
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
…
…
。
本
当
に

１
日
で
も
早
く
収
束
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

▼
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
励
み
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
取
材

で
出
会
っ
た
方
々
と
話
し
を
す
る
中
で
、
い
つ
も
刺

激
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
取
組
み
な
ど
を
多

く
の
方
に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
！

▼一
般
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
Ｊ
Ａ
支
所
で
の
設

置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
後
日
、
配
布
イ
ベ
ン
ト
等
も

開
か
れ
る
そ
う
で
す
。
詳
細
は
Ｊ
Ａ
高
知
県
の
Ｈ
Ｐ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
を
支
え
て
い
く
新
規
就
農

者
の
存
在
は
心
強
く
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
農
業

が
盛
ん
な
高
知
で
就
農
し
、
県
内
の
農
業
が
益
々
発

展
し
て
い
く
よ
う
に
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

家
庭
菜
園
を
大
切
に
楽
し
く
！　

  

（
十
市
支
所
・
74
歳
）

コ
ロ
ナ
と
熱
中
症
予
防
、
マ
ス
ク
を
外
す
か
否
か
。

毎
日
悩
ま
し
過
ぎ
る
今
夏
。
は
や
く
収
ま
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

  
（
れ
い
ほ
く
支
所
・
56
歳
）

▼
田
舎
寿
司
美
味
し
い
で
す
よ
ね
！  

高
知
の
郷
土

料
理
の一つ
。
ぜ
ひ
、
レ
シ
ピ
を
参
考
に
し
て
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
寿
司
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
感
想
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
♪

夏
野
菜
と
言
え
ば
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
、
ナ
ス
、
ミ
ョ
ウ

ガ
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
お
寿
司
で
食

べ
る
の
が
す
ご
く
大
好
き
で
す
！　

で
も
、
自
分
で

は
な
か
な
か
作
れ
な
い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
田
舎
寿
司

を
買
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
自
分
で
も
作
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

（
岡
豊
支
所
・
68
歳
）

み
な
さ
ん
が
様
々
な
取
組
み
を
し
て
頑
張
っ
て
い
る

様
子
を
見
て
、
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

（
本
山
支
所
・
47
歳
）

『
ま
っ
こ
と
ゆ
ず
』
の
レ
シ
ピ
本
、
楽
し
み
で
す
。

  

（
長
岡
支
所
・
66
歳
）

『
輝
け
！  

新
農
人
』
に
出
て
い
る
一
を
見
る
と
、
農

業
に
明
る
い
未
来
を
感
じ
ま
す
。
輸
入
だ
け
で
な

く
、
自
国
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
『
輝
け
！  

新
農

人
』
が
必
要
で
す
。 

  

（
大
篠
支
所
・
67
歳
）

 れいほく新米キャンペーン ！

対象商品「ヒノヒカリ」５㎏・10㎏精米、30㎏玄米

キャンペーン期間 10月下旬～11月下旬（※期間内特別価格）

お問い合わせ先 お近くの購買店舗、又は、れいほく営農経済センター購買課（TEL：0887－82－2805）

れいほく

※開始期日が収穫の状況により変更する場合がございます。

四国の中央部、吉野川流域で栽培された棚田のお米「ヒノヒカリ」を、是非ご賞味ください ！

ライスセンター・集出荷場アルバイト募集
れいほく

作業期間 10月～11月末ごろ

作業内容 稲刈り後の生籾受入・乾燥・籾摺り、
玄米袋詰め作業など

勤務場所 土佐町ライスセンター

募集人数 若干名

れいほく営農経済センター営農販売課　担当：筒井、石本（TEL：0887－82－2803）お問い合わせ先

①土佐町ライスセンターアルバイト
作業期間 10月～11月末ごろ

作業内容 野菜の選果、箱折り等軽作業など

勤務場所 土佐町集出荷場

募集人数 若干名

②土佐町集出荷場


